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　ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終
わ
る

と
、『
梅
雨
は
嫌
だ
な
』『
す
ぐ
夏
に
な

る
な
』と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。季
節
の
変
わ
り

目
で
も
あ
り
ま
す
。体
調
に
は
充
分

に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　さ
て
、新
入
社
員
が
入
ら
れ
た
企

業
様
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。弊
社

で
は『
お
客
様
』と
呼
ぶ
こ
と
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
こ
と
か
と

い
い
ま
す
と
、『
お
客
さ
ん
・
客
・
ユ
ー

ザ
ー
』な
ど
と
呼
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。た
だ
、『
お

客
さ
ん
・
客
・
ユ
ー
ザ
ー
』と
言
う
と
、

ど
う
し
て
も
お
客
様
に
非
が
あ
る
よ

う
な
報
告
で
あ
っ
た
り
、対
応
に

な
っ
て
し
ま
う
気
が
す
る
か
ら
で

す
。『
お
客
様
』と
呼
ぶ
こ
と
で
、社
員

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変
え
、す
べ

て
の
お
客
様
に
お
役
立
ち
の
精
神
で

仕
事
を
す
る
姿
勢
を
身
に
着
け
て
い

こ
う
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　何
事
に
お
い
て
も
意
識
を
変
え
、

意
識
を
高
く
、そ
し
て
社
員
全
員
が

同
じ
意
識
を
持
つ
、高
同（
こ
う
ど

う
）意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
高
橋
記
）

福島県法人会連合会金賞〈特選〉
伊藤　那奈 （福島第一小）

〈
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）
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小
）

〈
銀
賞
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東
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　真
子（
南
向
台
小
）

「税に関する絵はがきコンクール」
福島税務署管内の小学生を対象に、税金への理解と関心を深めるため、「税に関する絵はがきコンクール」を実施したところ、
13校・328作品が寄せられました。

〈金賞〉
佐久間　瀬茄（国見小）

〈金賞〉
高橋　里実（矢野目小）

〈銅賞〉
実沢　優里（国見小）

〈銅賞〉
吉田　雅弥（福島第一小）
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平
成
23
年
12
月
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
開
始
す
る
事
業

年
度
の
法
人
税
の
確
定
申
告
に
お
い
て
特

に
注
意
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

１
．
法
人
税
率
の
引
下
げ

　
　

法
人
税
の
税
率
が
、
平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

開
始
す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
次
の
と
お

り
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
改
正
前
後

の
税
率
の
主
な
も
の
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。

２
．
復
興
特
別
法
人
税
の
創
設

　
　

平
成
23
年
12
月
の
税
制
改
正
に
お
い
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
必
要
な
財

源
を
確
保
す
る
た
め
に
復
興
特
別
法
人
税

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

こ
の
制
度
は
、法
人
の
各
事
業
年
度（
原

則
と
し
て
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
内
に
最
初

に
開
始
す
る
事
業
年
度
の
日
か
ら
同
日
以

後
３
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
内
の

日
の
属
す
る
事
業
年
度
）の
基
準
法
人
税

額（
注
１
）に
10
％
の
税
率
を
乗
じ
て
計
算

し
た
復
興
特
別
法
人
税
を
、
法
人
税
と
同

じ
時
期
に
申
告
・
納
付
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
　

た
だ
し
、
課
税
標
準
で
あ
る
課
税
標
準

法
人
税
額
が
な
い
場
合
に
は
、
復
興
特
別

法
人
税
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
（
注
１
）基
準
法
人
税
額

　
　

基
準
法
人
税
額
と
は
、
法
人
税
の
課
税

標
準
で
あ
る
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額

に
つ
き
、
法
人
税
法
そ
の
他
の
法
人
税
の

税
額
の
計
算
に
関
す
る
法
令
の
規
定（
一

部
の
規
定
を
除
き
ま
す
。）に
よ
り
計
算
し

た
法
人
税
の
額
を
い
い
ま
す
。

　

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
付
は
５
月
31
日
ま
で
に
！

　　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
自

動
車
の
所
有
者（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使
用

者
）に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
５
月
31
日（
金
）が
納
期
限

と
な
り
ま
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
各
地

方
振
興
局
の
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
は
震
災
か
ら
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
貴
重
な
財

源
と
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
の
際
に
受
け
取
る「
納
税
証

明
書
」は
、
車
検
を
受
け
る
時
に
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
な
ど
、

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄
り
の
地

方
振
興
局
県
税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
県
庁
税
務
課
）

税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
消
費
税
増
税
に
備
え
て
」

適用関係

改正前

（注1）普通法人のうち、各事業年度終了のときにおいて資本の額が 1 億円以下であるもの
　　  又は資本若しくは出資を有しないものをいいます。

（注2）法別表第二に掲げる法人〔 一般社団法人等（非営利型法人である一般社団法人及び
　　  一般財団法人並びに公益社団法人及び公益財団法人）を除きます。〕をいいます。

18%

15% 15% 15%

18%

19% 19%

22% 22%18%30%

25.5% 25.5%

30%

改正後

普通法人・人格のない社団等

中小法人（注 1）又は
人格のない社団等 中小法人

以外の法人
年800万円
以下の部分年800万円

以下の部分

年800万円
以下の部分

年800万円
超の部分年800万円

超の部分

年800万円
超の部分

公益法人等（注 2） 協同組合等

　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員を募集しています。税務職員は、国の財政を支える重要な
仕事を担い、税務署等において、調査・徴収・検査や指導を行う税のスペシャリストです。

◇郵送・持参申込みの場合の受験申込書の配布
　受験申込書の配布は、5 月 13 日 ( 月 ) 以降、最寄りの税務署、
　仙台国税局人事第二課又は人事院東北事務局にて行います。

◇お問い合わせ先
　仙台国税局人事第二課研修係
　℡ 022-263-1111 ( 内線 3236)
　人事院東北事務局　℡ 022-221-2022 

◇第一次試験日
　平成 25 年 9 月 8 日 ( 日 )	

◇受験申込受付期間	
　１．インターネット申込み（原則）	
　　　平成 25 年 6 月 24 日 ( 月 ) から 7 月 3 日 ( 水 )
　２．郵送・持参申込み
　　　平成25年6月24日(月)から6月28日(金)

平成25年度  税務職員採用試験（高校卒業程度）のお知らせ
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作
業
効
率
は
確
実
に
上
が
る

　
「
職
務
再
設
計
」
と
は
、
仕
事
の
方
法
、

職
務
の
内
容
、
仕
事
組
織
、
職
場
の
作
業
環

境
な
ど
、仕
事
に
関
す
る
諸
条
件
を
見
直
し
、

作
業
者
の
身
体
的
条
件
や
心
理
的
ニ
ー
ズ
に

合
う
よ
う
に
、
改
善
し
て
い
く
組
織
的
活
動

を
い
い
、
高
齢
者
の
生
産
性
ア
ッ
プ
の
方
法

と
し
て
効
果
が
あ
る
。

　

65
歳
ま
で
の
雇
用
が
義
務
づ
け
さ
れ
た
な

か
で
、
高
齢
者
の
能
力
活
用
は
大
き
な
課
題

に
な
る
の
で
、
今
回
は
、
そ
の
具
体
的
な
方

法
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ
う
。
作
業
者
が
機

械
設
備
に
耐
え
忍
ん
で
い
る
よ
う
な
、
や
る

気
を
な
く
す
よ
う
な
特
性
を
も
つ
機
械
設
備

に
は
、
人
に
合
わ
せ
る
改
善
を
施
せ
ば
、
確

実
に
生
産
性
は
向
上
す
る
。

人
の
す
べ
て
の
身
体
部
位
の
改
善
が
可
能

　

職
務
再
設
計
を
行
う
に
は
、
ま
ず
現
状
作

業
の
問
題
点
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

が
、
そ
の
際
に
は
、
仕
事
に
対
す
る
感
じ
方

を
大
事
に
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
、
▽
楽
に
で
き
る
よ
う
に
（
人
間

工
学
的
要
因
）
▽
間
違
い
な
く
や
れ
る
よ
う

に
（
人
間
の
特
性
を
過
大
視
し
な
い
生
産
管

理
的
要
因
）
▽
健
康
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
（
心
と
体
の
健
康
管
理
的
側
面
）
な
ど
の

視
点
で
現
場
観
察
を
す
る
こ
と
だ
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
が
、
仕
事
の
や
り
が
い

が
持
て
る
よ
う
に
、
面
白
く
で
き
る
よ
う
に

と
い
う
心
の
要
因
で
あ
る
。

　

主
な
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
１
作
業
姿
勢
、
２

重
量
物
搬
送
、
３
作
業
負
荷
、
４
視
覚
機
能
、

５
指
先
機
能
、
６
扱
い
易
さ
・
安
全
、
７
判

断
機
能
、
８
作
業
環
境
、
９
体
力
づ
く
り
・

健
康
管
理
、
10
働
き
甲
斐
、
11
ジ
ョ
ブ
・
ペ

ア
な
ど
勤
務
時
間
な
ど
で
あ
る
。

働
き
甲
斐
、
面
白
さ
の
追
求
も

　

た
だ
、
こ
の
職
務
再
設
計
も
単
純
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
作
業
姿
勢
の
改
善
で
は
、
工

具
類
は
作
業
者
の
腰
か
ら
胸
あ
た
り
ま
で
の

適
正
領
域
に
ま
と
め
置
き
、
立
ち
作
業
か
ら

座
り
作
業
へ
改
善
し
て
い
く
例
が
多
い
が
、

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
日
の

座
り
作
業
が
本
当
に
楽
か
、
疲
れ
な
い
か
と

い
う
問
題
だ
。

　

時
に
は
立
っ
て
作
業
す
る
ほ
う
が
楽
だ
と

感
ず
る
人
も
多
い
。
ま
た
、
工
具
類
を
取
り

に
ラ
イ
ン
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が

発
散
で
き
る
と
い
う
心
理
的
効
果
も
あ
る
。

最
近
の
自
動
化
さ
れ
た
現
場
で
は
、
判
断
力

な
ど
の
ポ
カ
ヨ
ケ
対
策
と
し
て
セ
ン
サ
ー
な

ど
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
仕
事
の
や
り
が
い
、
面
白

さ
と
い
っ
た
心
理
的
要
因
へ
の
影
響
で
あ
る
。

　

人
の
判
断
機
能
を
す
べ
て
取
り
去
る
こ
と

で
効
率
的
に
は
な
る
が
、
仕
事
の
面
白
さ
は

な
い
。
仕
事
の
面
白
さ
は
、
作
業
者
が
自
由

に
判
断
で
き
る
か
ど
う
か
だ
か
ら
だ
。
そ
こ

で
、
一
人
の
高
齢
者
が
ラ
イ
ン
の
数
工
程
を

担
当
し
、
自
由
に
判
断
し
て
作
業
が
で
き
る

自
己
完
結
ラ
イ
ン
を
設
計
し
て
い
る
企
業
も

あ
る
。

　

職
務
再
設
計
は
、
高
齢
者
の
能
力
活
用
だ

け
で
な
く
、
若
年
者
に
も
更
な
る
仕
事
の
負

荷
軽
減
に
な
る
こ
と
を
書
き
加
え
て
お
こ
う
。

雇
用
問
題
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
　
　長
嶋
　俊
三

雇
用
問
題
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
　
　長
嶋
　俊
三

職
務
再
設
計
は
、

 

仕
事
を
楽
に
、面
白
く
さ
せ
る

職
務
再
設
計
は
、

 

仕
事
を
楽
に
、面
白
く
さ
せ
る

税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
消
費
税
増
税
に
備
え
て
」

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
消
費
税
の
増
税
が
来

年
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
消
費
税
は
、
そ

の
名
の
通
り
消
費
者
が
負
担
す
る
税
金
な
の

で
、
本
来
、
事
業
者
に
経
済
的
負
担
は
無
い

は
ず
の
税
金
で
す
が
、
現
実
に
は

①
消
費
税
申
告
の
た
め
の
事
務
作
業
、

②
選
択
し
た
納
税
方
法
（
本
則
か
簡
易
か
）

が
結
果
と
し
て
損
だ
っ
た
、

③
消
費
税
の
納
税
時
期
の
資
金
繰
り
等
々
、

事
業
者
に
と
っ
て
は
様
々
な
面
で
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
る
税
目
と
い
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
、
税
率

が
現
在
の
五
％
か
ら
八
％
へ
、
さ
ら
に
平
成

二
十
七
年
十
月
か
ら
十
％
へ
段
階
的
に
ア
ッ

プ
さ
れ
、
結
果
、
事
業
者
の
負
担
（
事
務
的

に
も
精
神
的
に
も
）
は
五
％
の
時
よ
り
も
確

実
に
重
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
準

備
は
今
か
ら
徐
々
に
で
も
始
め
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

（
例
①
）
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
の
対
応

　

消
費
税
の
税
率
変
更
時
、
レ
ジ
シ
ス
テ
ム

の
切
替
え
が
必
要
で
す
。
複
数
税
率
に
対
応

が
可
能
か
、
不
明
な
場
合
に
は
業
者
に
問
い

合
わ
せ
る
等
の
対
策
が
必
要
で
す
。

（
例
②
）
税
率
別
の
売
上
集
計

　

例
え
ば
十
二
月
決
算
で
平
成
二
十
六
年
の

場
合
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
が
五
％
、
四
月

か
ら
十
二
月
ま
で
が
八
％
で
す
。
消
費
税
申

告
書
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
税
率
別
の
売
上

集
計
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
則
課
税

の
場
合
、
課
税
仕
入
も
同
様
で
す
。

（
例
③
）
請
負
契
約
の
経
過
措
置

　

住
宅
等
の
長
期
の
請
負
工
事
に
つ
い
て
、

建
物
の
引
渡
し
が
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

以
降
に
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
平
成

二
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
契
約
し
た
請

負
契
約
に
つ
い
て
は
、
五
％
の
税
率
の
適
用

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
余
談
で
す
が
、
住
宅
購
入
の
場
合
、
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
も
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
以

降
居
住
開
始
分
か
ら
減
税
額
の
枠
が
増
え
る

た
め
、
一
概
に
消
費
税
の
税
負
担
の
み
で
有

利
不
利
を
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
に
よ
る
の
で
、
住
宅
購
入
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
例
④
）
不
動
産
賃
貸
等
継
続
的
契
約

　

今
現
在
の
契
約
書
を
確
認
し
、
税
率
変
更

が
可
能
な
契
約
書
に
な
っ
て
い
る
か
、
確
認

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
新
規
に
契
約
す
る
場

合
や
既
契
約
の
更
新
時
に
も
、
税
率
変
更
時

の
文
言
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
税
率
変
更
に
よ
る
留
意
点
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
場
に
な
っ
て
慌

て
な
い
た
め
に
も
、
今
か
ら
備
え
を
万
端
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

鈴
木　

洋
敬
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個
性
的
で
面
白
い
社
長
さ
ん
に
お
会
い

で
き
た
。「
リ
ア
ル
」
と
い
う
会
社
名
は
ど

う
し
て
、
と
聞
く
と
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
漫
画

で
『
リ
ア
ル
』
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す

よ
。
真
実
と
か
現
実
と
い
う
意
味
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
て
」
と
、
と
ぼ
け
た
答
え
が

返
っ
て
く
る
。

　

た
こ
や
き
屋
を
や
っ
て
い
た
人
が
車
が

好
き
と
言
う
理
由
で
中
古
車
の
会
社
を
立

ち
上
げ
た
の
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
経
営
は
社
長

の
潤
さ
ん
と
弟
の
豪
専
務
さ
ん
。
整
備
士
の

社
員
は
車
の
経
験
者
だ
が
、
ほ
か
の
社
員
の

前
歴
は
別
の
仕
事
を
や
っ
て
い
た
人
ば
か

り
。
専
務
も
自
動
販
売
機
の
仕
事
を
や
っ
て

い
た
と
い
う
。

　

社
長
は
昭
和
四
十
九
年
、
福
島
市
に
生

ま
れ
県
立
福
島
工
業
高
校
を
卒
業
す
る
と
、

コ
ー
プ
マ
ー
ト
で
働
き
だ
し
た
。
家
庭
係
で

食
品
を
配
達
す
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
宝
石

や
着
物
の
販
売
も
さ
せ
ら
れ
た
。
高
校
出
の

若
者
が
い
き
な
り
宝
石
や
着
物
の
販
売
な

ど
出
来
る
わ
け
が
な
い
。
あ
る
お
得
意
の
奥

様
に
「
着
物
の
こ
と
が
何
も
分
か
り
ま
せ
ん

の
で
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
、
そ

れ
か
ら
お
客
様
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
よ

う
や
く
販
売
実
績
が
上
昇
し
て
き
た
。
こ
の

経
験
が
、
そ
れ
か
ら
の
人
生
に
大
い
に
役

だ
っ
て
き
た
と
い
う
。
二
年
間
働
い
て
、
仲

見
世
の
入
口
の
「
た
こ
や
き
屋
」
で
働
き
始

め
た
。
飲
食
店
の
マ
マ
や
お
客
が
買
い
求
め

大
い
に
繁
盛
し
た
。
そ
の
隣
が
私
の
経
営

し
て
い
た
宝
石
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
「
イ
ベ

ン
タ
ー
」。
だ
か
ら
こ
の
辺
の
事
情
は
よ
く

知
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
年
あ
ま
り
で
店

を
辞
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
始
め
た
。

車
が
大
好
き
で
全
国
各
地
を
飛
び
回
り
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
で
働

い
た
と
い
う
。
同
じ
ト
ラ
ッ
ク
仲
間
に
女
性

が
い
て
、
そ
の
女
性
と
結
婚
。
現
在
奥
様
は

美
容
院
を
経
営
し
て
い
る
と
い
う
。
子
供
が

二
人
授
か
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
自
宅
に
帰
れ

な
い
の
で
九
年
ほ
ど
で
運
送
業
を
辞
め
平

成
十
七
年
、
中
古
車
販
売
を
始
め
、
翌
年
法

人
化
し
た
。
現
在
、
岡
島
店
と
す
ぐ
近
く
に

本
内
店
と
整
備
工
場
が
あ
る
。

　

中
古
車
は
必
ず
自
分
の
目
で
確
か
め
て

仕
入
れ
を
す
る
。
そ
の
上
、
鑑
定
書
を
付
け

て
安
心
し
て
買
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
社
長
の
プ
ロ
と
し
て
の
眼
力
は
素
晴

ら
し
い
と
見
た
。

　

加
え
て
、
社
長
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
力

は
素
晴
ら
し
い
。『
中
古
車
の
55
万
円
均
一

セ
ー
ル
』
と
い
う
の
を
や
っ
て
い
て
好
評

絵
・
文

　や
や
ま
ひ
ろ
し

株式会社 リアル

斎藤　　潤氏
（福島市本内字慶二１２－１）
（０２４）５３３-２７２２

代表取締役

だ
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
『
お
客
様
へ
の
パ

ズ
ル
サ
ー
ビ
ス
』。
納
車
の
際
、
車
の
前
で

お
客
の
写
真
を
撮
影
し
、
そ
れ
を
パ
ズ
ル

に
し
て
贈
呈
す
る
と
い
う
。
写
真
を
と
る
と

き
、
客
は
正
装
し
て
く
る
と
い
う
か
ら
面
白

い
。
自
由
な
発
想
と
話
術
の
素
晴
ら
し
さ
と

面
白
さ
。
こ
れ
は
コ
ー
プ
で
着
物
や
宝
石
を

販
売
し
た
と
い
う
体
験
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
、
と
感
じ
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
た
っ
ぷ

り
持
っ
て
い
な
が
ら
根
は
真
面
目
な
誠
実

な
人
物
で
あ
る
。「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
す
る
」
と
い
う
額
も
飾
っ
て
あ
り
、
経
営

方
針
も
「
お
客
様
に
対
し
て
熱
意
を
持
っ
て

接
し
プ
ロ
意
識
を
忘
れ
ず
喜
ん
で
頂
け
る

よ
う
勤
め
る
」「
笑
顔
、
挨
拶
を
忘
れ
ず
テ

キ
パ
キ
行
動
す
る
」
と
あ
る
。

　

楽
し
い
取
材
を
終
え
て
帰
っ
て
き
た
。

5
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【
　
月
の
こ
よ
み
】

母
の
日

『
今
日
の
母
の
日
、
ど
こ
へ
行
く
つ
も
り
。』

お知らせ

25・4・10
	 青年部会役員会

25・4・18
	 セミナー「総務担当者に期待される役割と基礎実務」
	 講師：假谷美香氏（グリーン社会保険労務士事務所代表） 

25・4・23
	 決算説明会

25・4・23
	 福島法人会・相双法人会女性部会研修会

25・4・25
	 平成 25年度第１回税制委員会

セミナー「総務担当者に期待される役割と基礎実務」


